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駅周辺公共公益的施設の分布状況、市民ア

ンケート調査結果による市民の意向等を踏ま

えて、交通バリアフリー法に基づいて駅を中

心に重点的・一体的な整備を進めることが望

ましい地区（重点整備地区）を検討した結果、

「三鷹駅周辺地区」と「三鷹台駅および井の

頭公園駅周辺地区」を重点整備地区と定めま

した。

重点整備地区における駅と周辺の公共公益

的施設を結ぶ主な経路のうち、交通バリアフ

リー法に基づく移動円滑化のために必要な道

路の構造に関する基準に沿った整備を、平成

22年までに行う経路を「特定経路」として

定めます。

また、「特定経路」のほかに、現在の歩道

の状況や、周辺の環境などを考慮して、「準

特定経路」と「ネットワーク経路」を定めま

す。（別表「各経路の選定の考え方および整

備内容」を参照してください。）

重点整備地区におけるバリアフリー化を推

進するために、公共交通事業者や道路管理者、

公安委員会などが、特定事業やその他の事業

を実施します。

公共交通特定事業…鉄道やバス事業者が取り

組むべき事業

事業内容

◆鉄道事業者

【ＪＲ東日本】

①三鷹駅プラットホームへのエレベーター整

備、②下り方向のエスカレーター整備、③駅

係員や乗務員へのバリアフリー教育の充実、

など

【京王電鉄】

①バリアフリー対応トイレへのオストメイト

対応設備の設置努力、②三鷹台駅にコミュニ

ティバス停留所への案内サインの設置、③駅

係員や乗務員へのバリアフリー教育の充実、

など

◆バス事業者（小田急、京王、関東）

①バスロケーションシステムの拡充、②バス

停の機能向上、形状の見直し、③バリアフリ

ー対応車両の拡充、④乗務員へのバリアフリ

ー教育の充実、など

道路特定事業…道路管理者が取り組むべき事

業

それぞれの路線の位置付けや現在の歩道

（道路）の状況、周辺の環境などを考慮しな

がら、適切な事業を検討し、バリアフリー化

を推進します。

事業内容

①歩道の段差、傾斜、勾配の改良、②視覚障

害者誘導用ブロックの整備・改善、③標識、

街路灯、電柱の移設、④歩車共存道の整備、

など

交通安全特定事業…三鷹警察署（公安委員会）

が取り組むべき事業

事業内容

①歩行者の動線に合わせた横断歩道の設置検

討、②音響式信号機、高齢者対応信号機の整

備、③違法駐車の取締りおよび違法駐車行為

の防止についての広報・啓発活動の実施、④

交番、三鷹警察署新庁舎のバリアフリー化

そのほかの事業…そのほか重点整備地区内の

バリアフリー化に向けた事業

事業内容

①歩道上の放置自転車や商品のはみ出し、看

板などに対する指導強化、②緑樹帯の枝など

が歩道にはみ出さないような管理の強化、③

幅員が確保されている歩道における自転車と

歩行者の通行区分分離、④井の頭公園通りの

コミュニティバス運行のための整備、三鷹台

駅～三鷹駅間にコミュニティバスの運行、⑤

歩道等に休息できるベンチの設置、⑥バス停

から公共施設間の視覚障害者誘導用ブロック

の整備、⑦設置条件の整ったバス停における

上屋の設置

三鷹市全域のバリアフリー化を実現するた

めには、「個別施設のバリアフリー化」、「道

路のバリアフリー化ネットワークの形成」、

ソフト面での「バリアフリー啓発活動」に対

する取り組みが必要です。

公共公益的施設や店舗・事業所等の民間施

設のバリアフリー化とあわせてバリアフリー

化された道路のネットワークを形成すること

で、三鷹市全域のバリアフリー化を効果的に

推進します。

また、こうしたハード面での整備の限界を

補完するためのバリアフリー啓発活動を積極

的に行い、充実させることが重要です。

しかしながら、「個別施設のバリアフリー

化」および「道路のバリアフリー化ネットワ

ーク」を形成するためには、市民の理解と協

力が不可欠であり、「バリアフリー啓発活動」

も市民が主体的に行わなければ十分な効果を

得ることはできません。

したがって、市民、事業者、行政が共通の

目的意識に立ち、協働体制で積極的に取り組

むことが最も重要です。

特に、市民との協働に関しては、地域に密

着した組織として７住区の住民協議会等の住

民組織と連携し、各地域の問題を住民同士が

解決に向け主体的に活動できる環境づくり

等、行政サイドでも活動に対する支援として

予算措置を含めた支援策の検討を行います。

（１）公共施設およびその周辺地域における

バリアフリーのまちづくり事業

（２）病院、福祉施設等の公益的施設におけ

るバリアフリーのまちづくり事業

（３）店舗、事業所等民間施設におけるバリ

アフリーのまちづくり事業

事業内容

施設の敷地や建物出入口部、内部のバリア

フリー化、トイレのバリアフリー化、など

（４）市民主体のバリアフリーのまちづくり

事業

事業内容

【市民】地域のまちづくりを考える住民組織

の設置、協議、合意形成、など

【事業者】住民との協議への出席、事業に対

する合意形成

【行政】市民活動支援組織の設置、市民と事

業者との協議機会の確保、合意形成、な

ど

（５）バリアフリーのまちづくり啓発事業

事業内容

【行政】高齢者・障害者との交流、

行政内部の連携強化、など

【交通事業者】高齢者・障害者との

交流および体験会への参加、な

ど

【店舗および事業所等の事業主】高

齢者・障害者との交流および体

験会への参加、歩行空間への自

転車・商品のはみ出し等に対す

る指導

【市民（一般）】高齢者・障害者との

交流および体験会への参加、自

転車や自動車等に関するマナー

啓発、など

【市民（小・中学生、高校生、教職員）】学校教

育の一環として高齢者・障害者との交流

および体験会の企画・参加、など

この基本構想を一過性のものでとどめるこ

となく推進するためには、継続的な取り組み

と合わせ、その取り組みに対するフォローア

ップを行うことが重要です。

そこで、市民（高齢者、障害者、住民協議

会、商工会、商店会、ＰＴＡ等）・ＮＰＯ・

事業者・行政からなる市民参加のフォローア

ップ組織を早期に設置します。計画の進捗状

況の報告および確認と評価や見直し、市民へ

の情報公開、高齢者や障害者の方々との懇談

など、幅広い形でバリアフリー化の取り組み

を推進します。

このことにより、すべての人が何の不便も

妨げも無く、自由に安心して生活し、また、

移動できる地域社会が形成され、「バリアフ

リーのまち三鷹」として、さらなる発展を図

ります。

①基本的方向性

④バリアフリー化の
継続的推進に向けた仕組みづくり

②市民・事業者・行政の役割
（行動責任）

③事業メニューと個人事業の方策

①重点整備地区 ②バリアフリー化を図る経路

③バリアフリー化へ向けて
実施すべき事業

　　　　　　　選定の考え方

・特定旅客施設と周辺の主要な公共公益的施設を
　結ぶ経路上にある道路
・整備目標年次までに移動円滑化基準を満たすこ
　とができる可能性のある道路

・特定旅客施設と周辺の主要な公共公益的施設を
　結ぶ経路上にある道路
・特定経路に準ずるが、歩道幅員等の確保の面で
　特定経路として位置付けることが困難な道路

・特定経路、準特定経路を補完し、地区内の歩行者
　ネットワークを形成する上で必要な道路

　　　　　　整 備 内 容

交通バリアフリー法に基づき、移動
円滑化基準に沿った整備を行います。

交通バリアフリー法に基づき、移動
円滑化基準に沿った整備を目標とし
ますが、現状や周辺環境などを考慮
して整備内容を検討します。

現状や周辺環境などを考慮して整備
内容を検討します。

整備時期

平成22年
（義務）

平成22年
（目標）

平成22年
（目標）

特 定 経 路

準特定経路

ネットワーク
経路

駅前コミュニティセンター、

芸術文化センター、井の頭恩賜

公園、三鷹の森ジブリ美術館な

どへの経路を含む、約110㌶の

区域

三鷹台市政窓口、井の頭コミ

ュニティセンター、井の頭恩賜

公園などへの経路を含む、約

100㌶の区域

■三鷹駅周辺地区

■三鷹台駅および
井の頭公園駅周辺地区
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バリアの存在により最も困っているのは住

民であり、解消に向けて市民の主体的な行動

や協力がなければ解消は困難です。行政では

市民や事業者に対する支援を行います。

地域の問題（バリア）を解消するための

協働イメージ

重点整備路線および優先整備区間

三鷹駅周辺地区 三鷹台駅および井の頭公園周辺地区

図提供：交通エコロジー・モビリティ財団

º歩道上の障害物の撤去、指導

º電柱や標識ポールの移設

º公共施設間に視覚障害者誘導用ブロックの

連続的整備

º切り下げ、乗り入れ勾配の緩和

ºバス停付近での待合いスペース確保

ºバス停の整備

ºポケットスペースの整備

º二重縁石の解消

º歩道状空地の整備

º歩道拡幅、歩道設置

三鷹市の場合、交通の拠点となる鉄道駅は

市域の端部に位置することから、交通バリア

フリー法による取り組みだけでは、駅を中心

とした一部の地域でしかバリアフリー化を図

ることができません。

そこで、市内の幹線道路として市民に利用

されている主要な３路線（連雀通り、吉祥寺

通り、人見街道）を「重点整備路線」と位置

付け、バリアフリー化整備を重点的に進めま

す。

この３路線のうち、公共公益的施設が集ま

っている区間や交通事故多発区間、歩道未設

置などにより交通安全上特に危険と思われる

区間を「優先整備区間」とし、特に優先して

整備します。

優先整備区間における整備目標は、平成19

年度までの目標、平成22年度までの目標、平

成22年度以降の課題に区分し、目標時期に合

わせた整備内容を定めます。

平成19年度までの目標

平成22年度までの目標

平成22年度以降の課題

（別表）各経路の選定の考え方および整備内容


